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研究成果概要 

これまでに、近傍の衝突銀河団Abell 3376のデータ解析を行い、3台の望遠鏡によ

って取得されたデータの解析結果の発表を物理学会[1]と宇宙線国際会議[2]で行っ

ていた。また、２台の望遠鏡によって取得されたデータを解析することによって、20%

 Crabという上限値を求めることができた。この上限値と電波・X線のデータを使って、

宇宙線陽子の全エネルギー量が衝突の運動エネルギーの約半分以下という制限を付け、

物理学会で発表を行った[3]。 

以上は一次宇宙線電子からの非熱的な放射のみを考慮したものであったが、今回、衝

突銀河団におけるknee以上の宇宙線の生成量についての制限を求めるために、二次宇宙

線電子からの放射も含んだモデルを構築した。輻射損失がある場合の二次電子のスペク

トルの時間変化を計算し、二次電子からの非熱的な放射（シンクロトロン放射、制動放

射、逆コンプトン散乱）モデルを構築した[4] 。現在、これに加えて、宇宙背景放射光

の吸収を考慮することによって、衝突銀河団Abell 3376の宇宙線の生成量についての制

限について最終的な結果を公表する方向で準備中である。 
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